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第２回 横浜市保土ケ谷スポーツセンター 指定管理者選定委員会会議録 

開催日時  令和８年８月５日（水） 10 時 00 分～12 時 40 分 

開催場所  保土ケ谷区役所 ２階 202 会議室 

出 席 者 ＜委 員＞ 伊藤委員、金子委員、広田委員、山野邉委員、山本委員 （計５名） 

欠 席 者  無し 

開催形態 公開（傍聴者：３名） ※議題３以降非公開 

議  題 

１ オリエンテーション 

２ 応募団体面接審査 

（１）プレゼンテーション 

（２）質疑応答 

３ 意見交換、評価シート記入 

４ 指定候補者の決定 

 １ オリエンテーション 

  事務局から、選定委員会の進め方、応募結果、評価・選定方法等について説明。 

 

２ 応募団体面接審査 

 

【保土ケ谷つながる居場所・まちづくりパートナーズ共同事業体（応募団体Ａ）】 

（野村不動産ライフ＆スポーツ株式会社と公益財団法人横浜市スポーツ協会共同事

体） 

（１）プレゼンテーション 

   応募団体によるプレゼンテーションを約 15 分実施 

（２）質疑応答 

   委員からの質疑と応募団体による応答を約 15 分実施 

主な質疑応答の内容は以下のとおり 

------------------------------------------------------- 

委  員：指定管理料の提案額が市の示す上限額を上回っているが、仮に指定管理料

が上限額までしか支払われない場合の代替案はあるか。 

応募団体：指定管理者として指定された場合には、区と協議しながら対応を検討して 

いくべきものと考えている。例えば、照明の LED 化による光熱水費の削減

や、利用者増加による収支改善などについて、協議できる余地があると考

えている。 

 

委  員：スタッフ数について、他の応募団体と比較すると多い印象を受ける。 

応募団体：市内スポーツセンターの運営実績を有する構成団体と、様々な施設の指定

管理実績を有する代表団体が検討を重ねた結果、利用者サービスの質を低

下させないために必要な人員配置として提案している。利用者一人ひとり

に寄り添い、サービス水準を確保するための体制である。 
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委  員：事務経費の詳細について教えてほしい。 

応募団体：代表団体でいうと自社の財務比率を下回る水準となっている。経費は一定

割合を基準として算出している。 

  

委  員：代表団体と構成団体では、具体的にどのような役割分担を行う予定か。 

応募団体：構成団体は、受付業務や利用案内などの利用者対応を主に担う。代表団体

は、トレーニング室の運営管理や各種教室事業の実施・管理を担当する予

定である。 

 

------------------------------------------------------- 

（３）応募団体の財務状況について、山本委員より説明。特に大きな問題はなく、５

年間は問題なく指定管理を行うことができると判断した。 

 

 

  

【横浜 FC・シンコースポーツ・相鉄企業共同事業体（応募団体Ｂ）】 

（株式会社横浜フリエスポーツクラブ、シンコースポーツ株式会社、 相鉄企業株式

会社の共同事業体） 

（１）プレゼンテーション 

   応募団体によるプレゼンテーションを約 15 分実施 

（２）質疑応答 

   委員からの質疑と応募団体による応答を約 15 分実施 

主な質疑応答の内容は以下のとおり 

------------------------------------------------------- 

委員： 利用者数の目標が高めに設定されているが、利用者満足度を維持しながら達成

するに当たり、課題として認識していることはあるか。 

応募団体： 利用者満足度を維持できる人員体制を確保するとともに、施設責任者やス

タッフへの研修を充実させることで、サービス品質の維持・向上を図って

いく。 

     

委  員：DX 化に関する提案があったが、高齢者が利用についていけない懸念はない

か。高齢者への配慮についての考えを伺いたい。 

応募団体：電子申請に不慣れな方にも配慮し、紙による申込み受付なども継続して実

施していく予定である。 

 

委  員：第一体育室の天井材落下事案を踏まえ、今後の対応について伺いたい。 

応募団体：当該箇所は日常点検が難しい場所ではあるが、今後は職員による巡回及び

目視点検を強化していく。あわせて、緊急時の対応スキームについて区と

事前に認識を共有しておくことが重要であると考えている。 

 

委  員：駐車場使用料及びテニスコート利用料金の値上げが提案されているが、こ

れは必須と考えているのか。 

応募団体：運営状況によっては赤字となる年度もあるため、安定的な施設運営と適正

な収支の確保の観点から必要な提案としている。ただし、利用料金につい
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ては区との協議事項でもあるため、最終的には区と協議の上で適切な金額

を設定していく。 

 

------------------------------------------------------- 

（３）応募団体の財務状況について、山本委員より説明。特に大きな問題はなく、５

年間は問題なく指定管理を行うことができると判断した。 

（４）事務局から、応募団体は２団体ともに応募資格を有すること及び暴力団経営支

配法人等に該当しないことについて報告。 

（５）事務局から、現指定管理者の管理運営状況について説明。 

 

３ 意見交換 

・指定管理料の積算方法については、応募団体ごとに考え方や算定手法に違いが見

られた。また、両団体とも本部経費（間接経費）の計上額が、これまでの実績と

比較してやや高めに設定されていた。 

・団体Ａについては、民間事業者としての豊富な実績や新たな提案が見られた一方

で、提案内容を実現するために必要となる指定管理料の水準については慎重な検

討が必要である。 

・団体Ｂについては、現指定管理者としての運営実績があり、これまでの施設運営

状況を踏まえると、安定した管理運営が期待できる。 

・団体Ｂは、事業収益の確保だけでなく、地域への貢献を意識した提案内容となっ

ており、その点が評価できた。 

・団体Ｂからは利用料金の改定が提案されているが、利用者の視点から見ると必ず

しも歓迎される内容ではない可能性がある。一方で、安定的な施設運営や適正な

収支確保の観点から、その必要性についても検討する必要がある。 

 

４ 指定候補者の決定 

  各委員の評価点を集計した結果は次のとおり。 

１位 横浜ＦＣ・シンコースポーツ・相鉄企業共同事業体   545 点／640 点 

２位  保土ケ谷つながる居場所・まちづくりパートナーズ共同事業体         

461 点／640 点 

             

１位及び２位の団体が加減点項目を除く最低基準点（309 点）を満たしているた

め、横浜ＦＣ・シンコースポーツ・相鉄企業共同事業体を指定候補者として、 

 保土ケ谷つながる居場所・まちづくりパートナーズ共同事業体を次点候補者として  

 決定した。 

 

資  料 １ 資料 

（１）選定委員会の進め方等ついて 

（２）横浜市保土ケ谷スポーツセンター指定管理者選定委員会名簿 

（３）席次表 

（４）選定委員会 当日スケジュール 

（５）現指定管理者運営実績・第三者評価結果資料 

（６）現指定管理者運営実績評価シート 

（７）応募書類 

（８）評価シート 
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（９）確認書（応募団体との利害関係について） 

 


